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食品行政における国際整合性の確保と食品分野の国際動向に関する研究 

研究分担報告書 

食品添加物部会における検討過程に関する研究 

 

研究分担者 窪崎敦隆   国立医薬品食品衛生研究所 

研究要旨 

 コーデックス食品添加物部会（CCFA）は、コーデックス委員会における一般問題

部会の一つとして、食品添加物に関する諸問題の解決に向けた議論を行うとともに、

世界で唯一参照するべき食品添加物の規格として「食品添加物一般規格」を作成して

いる。本研究では、我が国の食品添加物に関連する食品安全行政において国際的な整

合性への対応等に役立てることを目的に、CCFA の開催経過や議論されている課題の

背景及び議論の動向等について情報を収集・整理・分析を行っている。CCFA は、こ

れまで対面形式で開催されてきたが、第 52 回会合（CCFA52）は、CCFA として初め

てとなるバーチャル会合であったことから、開催経過や議事を整理して、今後同様の

開催形式が採用された際の基礎資料になるように取りまとめた。また、CCFA52 で議

論された多くの審議事項のうち、今後、日本が対応を検討する必要が発生すると想定

される４項目に着目して、その背景と経緯、本年度の議論の流れ及び結論を取りまと

め、今後の対応等について考察した。 

研究協力者 林新茂（東京農工大学 客員

教授、国立医薬品食品衛生研究所 食品添

加物部 客員研究員） 

 

A．研究目的 

 コーデックス食品添加物部会（Codex 

Committee on Food Additives：CCFA）は、

消費者の保護と公正な食品貿易の確保を

目的とするコーデックス委員会における

一般問題部会の一つとして設置されてい

る。CCFA では、食品添加物に関する諸問

題の解決に向けた議論を行うとともに、

世界で唯一参照するべき食品添加物の規

格 と し て General Standard for Food 

Additives（GSFA：食品添加物一般規格）

を作成している。CCFA で取り扱う審議議

題は多岐にわたり、また各国の関心が高

い事項が多いことから、我が国としても

本部会への積極的な関与が必要であると

考えられる。特に、我が国は、これまでの

食経験に基づいた既存添加物という食品

添加物の規格を有するなど、コーデック
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ス規格との整合性について検討するべき

課題を有している。そこで、本研究期間に

おいて、我が国の食品添加物における食

品安全行政の国際対応の改善に寄与する

ことを目的に、令和３年度中にバーチャ

ル会合で開催された第 52回会合（CCFA52）

の審議過程をまとめ、我が国の対応と今

後の課題について整理することにした。 

 

B．研究方法 

 CCFA の作業部会や全体会合は、これま

で議長国が準備をする会議場に一堂が介

して対面形式で開催されてきたが、

COVID-19 感染拡大の影響により再三に

わたり開催を延期した末、令和３年３月

26 日に、次回 CCFA52 はバーチャル会合

で行うこと、それに伴って日程が変更（９

月１日～３日、６日～７日、10 日）にな

ること、Pre-session meetings を８月 31 日

に行うこと、作業部会を６月 21 日から６

月 25 日に行うことが発表された。令和３

年度の CCFA の会合等は、この公表され

た日程に従ってバーチャル会合で開催さ

れたが、多くの国や地域が参加する CCFA

では初めての試みであった。そこで、本研

究において、バーチャル会合開催までの

経過や議事を整理して、今後同様の開催

様式が採用された際の基礎資料になるよ

うに取りまとめることにした。また、

CCFA52 で議論された多くの審議事項の

うち、日本が対応を検討する必要が発生

すると想定される４項目「ショ糖脂肪酸

エステル」「二酸化チタン」「硝酸塩及び亜

硝酸塩」「ワイン製造における特定の食品

添加物」に着目して、その背景と経緯、本

年度の議論の流れ及び結論を取りまとめ、

CCFA52 開催後の動向も加味して、今後の

対応等について考察することにした。 

 

C. D. 結果及び考察 

C. D.-1 CCFA52 開催に向けた経過と議事

内容 

 令和３年３月 26 日に、次回会合

（CCFA52）はバーチャル会合で行うこと、

作業部会を６月 21 日から６月 25 日に行

うこと、Pre-session meetings を８月 31 日

に行うこと、全体会合の日数を５日間か

ら６日間（９月１日～３日、６日～７日、

10 日）へ変更することが発表されたが、

その後の経過は以下であった。 

 

・作業部会（Virtual working group） 

令和３年４月 1 日時点では、令和３年

６月 21 日（月）から６月 25 日（金）とい

う開催日程は発表されていたが、詳細は

不明であった。６月上旬に作業部会の参

加者登録の依頼があり、その後、コーデッ

クス事務局より暫定の議事次第が示され

ると共に、会合は Web 会議システム Zoom

を用いて行われること、開催時間は 11 時

～14 時 Central European Time (CET)（日本

時間 18 時～21 時）であることの連絡があ

った（別添資料１）。日本からは、厚生労

働省、農林水産省、食品安全委員会、業界
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団体関係者を含め 10 名～11 名が参加予

定であったが、日本の参加者間で当日も

適宜打合せが行えるように都内の会議室

に集まって、参加することとなった。 

審議１～３日目は、「食品添加物に関す

る一般規格（GSFA）」に関して議論を行っ

たが、議事が多く意見も活発に出された

ことから時間が不足した為、予定の審議

内容を全て終えるために３日目の審議時

間を１時間延長した。審議４日目は、「個

別食品規格の食品添加物条項と食品添加

物の一般規格（GSFA）の関連条項の整合」

について、審議５日目は「食品添加物条項

の承認」と「注釈 161 が付されている甘

味料の関連条項」について議論を行うこ

とで、予定の審議を全て終えることがで

きた。審議内容をコーデックス事務局が

８月中旬までにまとめること、また、その

内容を９月に開催される CCFA52 全体会

合で審議することとなった。 

 

・アジア地域調整部会（Coordinating 

Committee for Asia, CCASIA） 

これまでの対面形式での全体会合の前

には、アジア地域調整部会が開催されて

いたが、令和３年４月 1 日時点では、

CCFA52 のアジア地域調整部会の開催有

無に関する情報は無かった。８月末にな

って、８月 30 日（月）10 時（GMT +08:00）

（日本時間 11 時）から Zoom を用いて行

うことの連絡があった。当日は、日本、中

国、韓国、マレーシア、シンガポール、イ

ンドネシアから参加があり、20 回線程度

の接続があった。日本からは、全体会合で

日本が提案している事項に関する質問を

する予定あることを伝えて必要な協力を

求めた。約 45 分で会合は終了となった。 

 

・Pre-session meeting 

Pre-session meeting は、作業部会に参加

していない国や地域の代表又は新たに

CCFA に参加する人に向けて、全体会合の

進め方や作業部会・電子作業部会（eWG）

の現状について紹介が行われる会合であ

る。令和３年４月 1 日時点では、CCFA52

の Pre-session meeting は、令和３年８月 31

日（火）に開催することだけが発表されて

いたが、８月末に最終登録の案内が届き、

11 時（CET)（日本時間 18 時）から Zoom

を用いて開催されることとなった（別添

資料２）。当日は、短い紹介ビデオの上演

後、コーデックス事務局の David Massey

氏の挨拶に続き、議長である中国の

Yongxiang Fan 氏より前回（CCFA51）から

の経緯や CCFA52 の進め方等について説

明があった。さらに、各作業部会の議長か

ら現状に関する報告があった。約 200 回

線の参加があり、予定通り約 90 分で会合

は終了した。 

 

・全体会合（Plenary session） 

令和３年４月 1 日時点では、令和３年

９月１日（水）～３日（金）、６日（月）

～７日（火）、10 日（金）に、対面形式よ
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りも１日長い６日間で開催する日程だけ

が発表されていたが、Pre-session meeting

の開催案内と同時に全ての開催が 11 時～

14 時（CET）（日本時間 18 時～21 時）で

行われるとの連絡があった。日本からは、

厚生労働省、農林水産省、食品安全委員会、

業界団体関係者を含む 11 名が参加予定で

あったが、日本の参加者間で当日も適宜

打合せが行えるように都内の会議室に集

まって参加することとなった。 

 

議題は以下であった（別添資料３）。 

議題１．議題の採択 

議題２．コーデックス総会、その他の部会

及びタスクフォースからの付託事項 

議題３a．FAO/WHO 並びに第 87 回及び第

89 回 JECFA からの関心事項 

議題３b．第 87 回、第 89 回及び第 91 回

JECFA 会合からの食品添加物の同一性

及び純度に関する仕様書原案 

議題４a．コーデックス規格における食品

添加物及び加工助剤の食品中の最大濃

度の承認／改訂 

議題４b．個別食品規格の食品添加物条項

と食品添加物の一般規格（GSFA）の関

連条項の整合：整合に関する eWG 報告 

議題５a．GSFA に関する eWG 報告 

議題５b．GSFA：食品添加物条項の新規／

改訂の提案（CL2019/40-FA 及び CL 

2020/36-FA への回答） 

議題５c．注釈 161 に関連する甘味料の関

連条項に関する継続討議 

議題５d．硝酸塩及び亜硝酸塩に関する入

手可能なデータについての情報  (CL 

2019/49-FA への回答) 

議題６．食品添加物の国際番号システム

（INS）(CXG36-1989) の改訂原案 

議題７．JECFA による評価のための食品

添加物の優先リストの追加及び変更の

提案（CL2019/41-FA 及び CL 2020/37-

FA への回答） 

議題８．関連食品規格の非記載の方針に

関連した GSFA オンラインシステムの

状況と分析 

議題９．その他の事項及び今後の作業 

議題 10．次回会合の日程及び開催地 

 

初日は、開催の挨拶に続き、「議題２」

について審議を行ったが、各国から多く

の意見が出され、取りまとめが難航した。

約 30 分の中断中に調整が行われたが、一

部は新たな討議文書を作成することとな

った。審議時間が不足した為、「議題３a」

と「議題３b」は 2 日目に審議することと

なった。 

２日目は、「議題３a」、「議題３b」、「議

題４a」、「議題４b」について審議を行った

が、一部審議未了となった議事について

は３日目に審議することとなった。 

３日目は、「議題３a」のカロチノイドと

「議題４b」の審議未了部分を審議した後、

「議題５a」について審議した。 

週末を挟んで再開された４日目は、「議

題５a」のうち３日目に審議できなかった
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事項を議論した後、「議題５b」、「議論５c」、

「議題５d」について審議した。 

５日目は「議題６」、「議題７」、「議題８」

について審議した後、「議題９」としてチ

リより提出されたワイン添加物に関する

提案を基に議論を行い、予定していた各

項目の全審議を終了した。 

５日間の全体会合の審議を踏まえて、

240パラグラフで構成された「Draft report」

と 13種類の「附属書」案が、９月９日（木）

にコーデックス事務局から提供された。

全体会合最終日である６日目の審議では、

それらの文書の文言を確認しながら審議

が行われ、その結果、事務局が提案した文

言に一部修正を加えたうえで、同意が得

られた。また、事務局より次回（CCFA53）

を 12 か月後（令和４年９月）又は 18 か

月後（令和５年３月）に開催する予定にし

ているとの情報提供があった。 

全体会合には、85 加盟国、１加盟機関、

34 オブザーバー機関の登録があり、最大

時で 450 回線程度の接続があった。 

 

C. D.-2 背景、経緯、本年度の議論 

●ショ糖脂肪酸エステル 

【背景】 

平成 31（2019）年３月 25 日から３月 29

日に開催されたCCFA51の審議に向けて、

食品分類 05.1.4 に対するショ糖脂肪酸エ

ステル（INS 473）、ショ糖オリゴエステル

タイプⅠ&Ⅱ（INS 473a）等の条項案が日

本の事業者から提案されていたが、結論

を保留することとなった。これは、提出さ

れている資料の中で、生産量統計に基づ

く摂取量推定が行われていたことに対し

て、欧州連合（EU）から、提出された推

定結果では十分ではないとの指摘があっ

たためである。そこで、これらの食品添加

物の摂取量評価のため、「JECFA による評

価のための優先リストに関する作業部会」

の優先リストへ追加することとなった。 

 JECFA は、第 89 回会合に向けて、ショ

糖脂肪酸エステル（INS 473）、ショ糖オリ

ゴエステルタイプⅠ&Ⅱ（INS 473a）に関

するデータ提出依頼「request for data」を

出して、令和元年８月 21 日から 12 月 15

日までの間に募集を行った。日本からは

事業者及び農林水産省の意見を踏まえて、

日本国内における摂取量推計に求められ

たデータを提出した。 

令和２年６月１日から６月 12日にバー

チャル会合で開催された第 89 回 JECFA

会合において、ショ糖脂肪酸エステル

（INS 473）及びショ糖オリゴエステルタ

イプⅠ&Ⅱ（INS 473a）の摂取量推計が実

施された結果、（１）使用可能な食品全て

に、これらの添加物が報告された最大濃

度で含まれている、（２）同じ機能を持つ

他の食品添加物が利用可能であっても、

INS473 と INS473a を使用している、（３）

使用された量が食品中に全て存在してい

るという「保守的な仮定」の下では、いく

つかの年齢群でグループ ADI（30 mg / kg 

bw / day）を超過するという結論となった。
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そこで JECFA は、精緻な摂取量推計を行

うため、（１）各食品添加物の典型的な使

用量又は平均使用量及び使用した食品中

の最高濃度、（２）使用は許可されている

が実際に使用されていない食品（又は食

品分類）、に関する情報を 2 年以内に提出

することを求めた。また、この要請では、

（１）情報は可能な限り具体的にする必

要があり、食品は FoodEx2 分類システム

又は別の適切なシステムに従って分類す

る必要があること、（２）多数の食品カテ

ゴリーに存在する食品添加物の食事曝露

評価に使用するには、FoodEx2 分類に従っ

て記録された食品を GSFA の食品カテゴ

リーにマッピングするためのテーブルを

作成する必要があること、が指摘された。 

【CCFA52 における審議】 

審議２日目に「議題３a」の中で JECFA

の Kim Petersen 氏より説明があった。日

本からは、（１）「典型的な使用量」及び「平

均使用量」の定義、（２）マッピングテー

ブル、について質問したが、Kim Petersen

氏からは、自分は摂取量推計の専門家で

はないとしたうえで、摂取量データを提

出するためのデータの必要条件に関する

詳細な情報は、EHC240 や JECFA 報告書

を参照するようにとの回答があった。 

審議５日目の「議題７」において、本議

題の議長であるカナダのSteve Theriault氏

より「議題３a」で JECFA から求められた

食品分類のマッピングテーブルの作成は、

特定の食品添加物の提案者が負うもので

はなく加盟国全体に関わる問題であると

の考えから、「GSFA 及び FoodEx2 データ

ベースの食品分類マッピング討議文書に

関する新たな活動」の提案があった。審議

の結果、カナダ、オーストラリア及び日本

が共同著者として、GSFA 及び FoodEx2

データベースの食品分類マッピングに関

する討議文書を作成ことが承認され、討

議文書を令和５（2023）年 12 月より前の

会合で提示することとなった。 

 

●二酸化チタン 

【背景】 

欧州食品安全機関（EFSA）は、EU で食

品添加物として認可されている二酸化チ

タン（E171）の安全性をナノ粒子に関する

新たなデータ等に基づいて再評価した結

果、「もはや安全とはみなされない」との

見解を令和３（2021）年５月６日に公表し

た。 

【CCFA52 における審議】 

審議５日目の「議題７」において、EFSA

の結論が示されたことを受け、JECFA か

ら本食品添加物の再評価の提案がなされ

た。データ募集及び再評価の時期につい

て、議長のカナダの Steve Theriault 氏から

令和５（2023）年にデータ募集が行われる

見込みであるこが説明された。参加国か

らは、（１）二酸化チタンは広く使用され

ている食品添加物であること、（２）

JECFA の再評価が令和６（2024）年から

開始するとしても、 EFSA の意見に基づ
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いて EU 市場禁止となった場合、貿易に大

きな影響を与える可能性があること、を

理由として、JECFA 事務局に対して可能

な限り早急にリスク評価を行うように意

見が出された。JECFA 事務局からは、手

続きを早急に進めるよう最善を尽くすと

回答があった。 

 

●硝酸塩及び亜硝酸塩 

【背景】 

 平成 28（2016）年３月 14 日から３月 18

日に開催された CCFA48 において、EU か

ら硝酸塩類（INS 251, 252）及び亜硝酸塩

類（INS 249, 250）の最大使用濃度の表し

方（使用濃度／残留濃度）及び適切な使用

濃度並びに安全性について懸念が出され

た。 

平成 30（2018）年３月 26 日から３月 30

日に開催された CCFA50 において、（１）

食品添加物として使用する硝酸塩・亜硝

酸塩のリスク管理に関する情報、（２）管

理目的、国際貿易、異なる製造工程に関係

して最も適切な最大濃度を設定するため

の情報、（３）GSFA の各食品分類におけ

る使用実態の情報、（４）自然由来（添加

物以外の由来）の硝酸塩・亜硝酸塩の情報、

（５）リスク評価が実行可能性又リスク

評価の必要性を検討するための情報、に

関して eWG で、情報収集をすることとな

った。 

平成 31（2019）年 3 月 25 日から 3 月 29

日に開催された CCFA51 において、eWG

で収集したデータの範囲が狭く、得られ

たデータが限定的だったことから、（１）

硝酸塩、亜硝酸塩の含有実態、摂取量に係

るデータ、（２）添加物の使用により含有

する濃度及び天然に含まれる濃度に係る

調査、について一般的な情報の収集のた

めに回付文書を発出することとなった。 

【CCFA52 における審議】 

審議４日目の「議題 5d」において、（１）

コーデックス事務局より CCFA51 の決定

に基づき硝酸塩・亜硝酸塩に関する入手

可能なデータの一般情報の収集のための

回付文書が発出されたこと、（２）追加の

情報の提出はあったが関連する食品分類

やパラメーター、提出国の数は限定的で

あったことが説明された。そこで、議長で

ある中国の Yongxiang Fan 氏から、使用に

関する包括的な情報という要求を満たす

データの入手は困難と考えられるため、

本件に関する検討を中止することの提案

が出された。一方、JECFA 事務局からは、

硝酸塩・亜硝酸塩に関する現時点で入手

可能なデータは不十分であるが、CCFA 

からの要請があれば、本件に関する CCFA

への科学的助言が可能かについて検討を

始めると説明があった。また、オーストラ

リア等から食品中の硝酸塩・亜硝酸塩に

関する新規の公表データについて情報提

供を行う用意があるとの発言があった。

これらの発言を受けて、CCFA としては、

JECFA に助言を依頼するかを検討のため

に、前回と同じ内容の回付文書を発出し、
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硝酸塩・亜硝酸塩に関するデータの一般

情報の再収集を要請することとした。ま

た議長から、加盟国及びオブザーバー機

関に対して、回付文書への返答として、要

請されている情報を提出することを奨励

された。 

 

●ワイン製造における特定の食品添加物 

【背景】 

平成 25（2013）年３月 18 日から３月 22

日に開催された CCFA45 において、食品

分類 14.2.3「ぶどう酒」とそのサブカテゴ

リ―に使用される「pH 調整剤」及び「乳

化剤、安定剤、増粘剤」の食品添加物条項

案等について検討されたが、国際ぶどう・

ぶどう酒機構（OIV）で設定された最大使

用量の基準値に関して、各国の意見が対

立して同意することが出来なかった。そ

の後も意見の相違が解消しなかったため、

本議題は、平成 29（2017）年３月 20 日か

ら３月 24 日に開催された CCFA49 におい

て、検討を中止することとなった。 

【CCFA52 における審議】 

審議５日目の「議題９」において、チリ

より「ワイン製造における特定の食品添

加物の使用に関する討議文書」が提出さ

れ、次回会合（CCFA53）での議論の再開

が提案された。議長からは、過去の議論で

合意できなかった事項の解決策が提示さ

れていないなど問題が指摘されたが、EU

等からは検討の再開を支持する発言があ

った。CCFA における過去の課題で、意見

が対立して同意が得られない議案に関し

て、賛否両方の加盟国・機関が共同著者と

して討議文書の作成することを試みたこ

とがあったことから、本議案に関して提

案国であるチリが著者、EU（賛成の立場）

と米国（反対の立場）が共同著者として討

議文書を作成することとし、次回会合の

議題にすることとなった。 

 

C. D.-3 CCFA52 開催後の経過と今後の対

応についての考察 

（１） 令和４年２月中旬にコーデック

ス事務局より、次回会合（CCFA53）が令

和５（2023）年３月 27 日から３月 31 日

に開催されることが公表された。開催都

市及び開催形式は未定とされているが、

日程が連続５日間で提示されていること

から、コーデックス事務局は対面形式で

の開催を前提に作業を進めていると考え

られた。一方、議長国である中国では、令

和４年３月末の時点で、中国としては過

去最大数の COVID-19 感染者が報告され

ており、都市ごとに厳しい外出制限を行

っている。また、ウクライナ情勢も緊迫し

ていることから、対面形式の会合が開催

できるかは不透明である。CCFA52 の開催

経過から算出すると、開催形式の判断は

令和４年 10月末までには下されると思わ

れるが、もしバーチャル会合で行う場合

には、令和５年１月中にはバーチャル形

式の作業部会が行われることになると考

えられる。 
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（２） CCFA53 が令和５年３月下旬に

設定されたことから、CCFA52 との間隔が

１年６か月と通常よりも長くなることが

確定した。間隔が長くなることで議題が

増えることも想定されるため、CCFA53 に

向けて始まっている eWG での議論を注

視して、日本からも必要な意見を出して

いく必要がある。 

（３） CCFA52 において、硝酸塩及び亜

硝酸塩に関するデータの一般情報の提供

を再度求めることが決まっていたが、令

和３年 11 月下旬に回付文書「CL 2021/82-

FA: Request for general information on the 

availability of data related to nitrates and 

nitrites」が発出され、令和 4 年 9 月 15 日

までの情報提供が求められた。硝酸塩及

び亜硝酸塩については、日本国民の関心

が高いこともあり、CCFA52 で表明された

オーストラリア等から提供される予定の

食品中の硝酸塩・亜硝酸塩に関する新規

公表データについて、入手出来次第、精査

することが望ましい。また、本件に関して

日本からは、CCFA52 以前に情報を提供し

ているが、CCFA への更なる貢献の観点か

ら、日本の独自の食文化を踏まえて、新た

な新規又は更新データがないかを再度確

認する必要がある。 

（４） EFSA が二酸化チタン（E171）に

対して出した「もはや安全とはみなされ

ない」との見解を受けて、EU は、二酸化

チタンの食品添加物としての使用を禁止

する決定を下した。本決定は、令和４年２

月７日より発効し、経過措置期間半年を

経た令和４年８月７日以降に出荷した食

品添加物としての二酸化チタンを含む食

品は、その消費期限又は賞味期限後は一

切流通出来なくなると考えられた。

JECFA での再評価は令和６年からの開始

が想定されているが、日程を前倒しする

可能性もあることから、動向を注視する

必要がある。現在、日本では二酸化チタン

を着色の目的で食品添加物として使用す

ることが認められているが、このような

国際的な動向を踏まえ、食品安全委員会

とも協議をしたうえで、厚生労働省とし

て再審議等に資する新たなデータの収

集・整理を進めておく必要があると考え

られる。 

（５） 「GSFA 及び FoodEx2 データベ

ースの食品分類マッピング」に関する討

議文書をカナダ、オーストラリア及び日

本が共同著者として、令和５年 12 月よ

り前の会合で提示することが決まってい

る。GSFA の食品分類と JECFA の評価で

使用されているデータベースの食品分類

に相違があることから、表形式で相違点

を提示するマッピングテーブルの作成に

関する討議文書であり、日本国として適

切に対応して審議に貢献する必要がある。 

（６） 日本では、平成 31 年２月１日に

発効した日 EU 経済連携協定に基づいて、

EU から EU で使用が認められている「ぶ

どう酒の製造に用いる添加物」に関して

日本での使用許可申請があった際に、申
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請資料の記載内容を精査した経験がある。

その中に OIV が作成した資料も含まれて

いたが、正確さに欠ける記載内容が見つ

かることがあり、OIV の資料については

丁寧な確認が必要である。CCFA52 におい

て「ワイン製造における特定の食品添加

物の使用」に関して、チリ、EU 及び米国

が共同著者として討議文書を作成するこ

とが承認されたが、討議文書がCCFA53に

向けて提示された際には、その内容を精

査する必要がある。 

 

E．研究発表   

1. 論文発表 

なし 

2. 学会発表 

なし 
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